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2•試験目的

林分の生長景測定法に腾する研究は固定標準内の林木の実生長昂のデータを用いて各生芸頻:の 

分布を做し,阮往の各段林分生長依の推定法を検・し,帰选な生長景予測法を見出すこと,お 

よび固定摞带圮内の位龄図をもとにして単木の生長と周囲密度の関係を分析し,シミュレーシっ 

ン!cよる収樓予想の基礎方程式を見出すことである。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

1. 艮欺旅林局王滝営林署箕内にヒノキ人の固定試險地を昭和2 5年に設定し5年ごとに4 

回の那市を行なった。

2. 長野杪局上松宜林密皆内にヒノキ天然林の固定試験姑を昭和3i年に設定し,数プロワク 

を1単位に毎年5任目ごとに浏定できるように分割し,3回目の源定を一朝iし3叵!の瑚定を 

行なった〇

3. 芬齐徵林局上田林署管内にカラマツ人工林の固定就験地を昭和3 2如に設定し5年ごとに 

3回の測だを行なった。

4•北見當林局密辺茹営林咨曾内にエゾトド天然林の固定忒堪哋を昭和3 3如に設定し5始ごと 

忙3回の浏定を行なった〇

5.前橋営林同前樓営林當・養内にスギ人工林の固定試験堆を昭知3 4年作設定し5年ごとに本綱 

査を,その中問に中間辎査を入れて全節で5回の測定を行なった。昨年度はこの試験址につい 

て5回目の測定と冋時に立木位般図を作成し単木と周囲密度の関係を分析した。これは10年 

間の直径生長權に対して讖密度と縦密度およびその木の直径を独立疝として重回帰分析を行 

なったものでシミュレーシ〇ンによる収獲于想の基礎を与えるものである。

4. 昭和4 5輙〇^®

t懸野當林局王滝営林纳•管内ヒノキ人工林固定試咐の第5回目の渊査を行ない问時に立木位 

研図をつくる。

2. 長野皆林局上を営林署管内ヒノキ天然林固定試飙の〇グループ5ブロックの第3回目の洲 

布を行なう。

3. 内学としては昨年度の前権スギの結果から生長期間を1。兆間でなく 2〜5年珂に短縮して 

分析する。また同梯の方法で王淹のヒノキについても行なう〇調査した生長南のデータのとり 

まとめも平行して行なう。
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